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石
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信
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■
議
会
改
革
特
別
委
員
会

◎
田
中　

健　
　
　

○
中
島
牧
子

　

高
木
千
恵
子　
　
　

杉
山
千
春

　

小
林
昭
弌　
　
　
　

神
谷
文
明

　

川
合
正
彦　
　
　
　

永
田
起
也

　

水
野　

浩　
　
　
　

石
川
信
生

■
刈
谷
知
立
環
境
組
合
議
会
議
員

　

中
野
智
基　
　
　
　

三
宅
守
人

　

池
田
福
子　
　
　
　

稲
垣
達
雄

　

風
間
勝
治

■
衣
浦
東
部
広
域
連
合
議
会
議
員

　

杉
山
千
春　
　
　
　

永
田
起
也

　

佐
藤　

修

第
18
回
知
立
よ
い
と
こ
祭
り

「
路
上
総
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト
」結
果
発
表

　

８
月
26
日
㈯
に
市
役
所
周
辺
で
「
第
18

回
知
立
よ
い
と
こ
祭
り
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
ま
た
、
会
場
周
辺
の
住
民
や
事
業

所
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
厚
く

お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

「
路
上
総
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
第
１
部　

盆
踊
り
部
門

［
優　

勝
］
山
屋
敷
Ｙ
Ｏ
Ｃ

［
準
優
勝
］
新
地
連

［
特
別
賞
］
西
中
く
す
の
き
、
３
代
目
知

立
市
役
所
お
も
て
な
し
課
、チ
ー
ム
山
町
、

文
協
連
、
知
立
市
体
育
協
会
「
か
き
つ
ば

た
Ａ
・
Ｓ
・
Ａ
」、知
立
衛
生
ク
リ
ー
ン
ズ
、

八
ツ
田
町
踊
り
子
連
、
新
林
町
盆
踊
り
育

成
会
、
花
菖
蒲
、
宝
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
チ
ー
ム

■
第
２
部　

ち
り
ゅ
っ
ぴ
部
門

［
優　

勝
］
Ｐ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ 

Ｊ
ａ
ｚ
ｚ 

Ｄ

ａ
ｎ
ｃ
ｅ

［
準
優
勝
］
山
屋
敷
Ｙ
Ｏ
Ｃ

［
特
別
賞
］
チ
ー
ム
山
町
、
文
協
連
、
知

立
障
が
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
リ
ン
グ
Ｃ
」、

知
立
衛
生
ク
リ
ー
ン
ズ
、西
中
く
す
の
き
、

３
代
目
知
立
市
役
所
お
も
て
な
し
課
、
八

ツ
田
町
踊
り
子
連
、
新
地
連
、
新
林
町
盆

踊
り
育
成
会
、
宝
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
チ
ー
ム

■
チ
ー
ム
シ
ン
ボ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

［
優　

勝
］
知
立
衛
生
ク
リ
ー
ン
ズ

［
準
優
勝
］
新
地
連

［
特
別
賞
］
知
立
市
体
育
協
会
「
か
き
つ

ば
た
Ａ
・
Ｓ
・
Ａ
」

○
詳
し
く
は
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

観
光
協
会
事
務
局
（
経
済
課

内　

☎
（95）
０
１
２
５
）

　

残
暑
厳
し
い
夏
で
し
た
が
、
よ
う
や
く
朝
夕

涼
し
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ

ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
日
頃
は
市
議
会
に
対
し
、
格
別
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
８
月
28
日
に
開
か
れ
ま
し
た
臨
時
会
に

お
き
ま
し
て
、
多
く
の
同
僚
議
員
に
ご
推
挙
い

た
だ
き
、
新
た
に
副
議
長
と
し
て
就
任
い
た
し

ま
し
た
。
そ
の
職
責
の
重
さ
を
痛
感
す
る
と
と

も
に
、微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、議
長
の
も
と
、

市
民
に
開
か
れ
た
公
正
で
民
主
的
な
議
会
運
営

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
各
常
任

委
員
会
や
特
別
委
員
会
等
の
役
職
も
決
ま
り
、

新
体
制
の
も
と
、
市
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

私
た
ち
の
「
知
立
市
議
会
基
本
条
例
」
は
、

平
成
25
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
、
４
年
半
が

経
過
い
た
し
ま
し
た
。
議
会
の
見
え
る
化
は
、

第
４
条
に
あ
る
よ
う
に
、
議
会
は
、
公
平
性
、

透
明
性
お
よ
び
信
頼
性
を
重
視
し
て
議
会
の
運

営
を
行
い
、
市
民
を
代
表
す
る
意
思
決
定
機
関

と
し
て
の
責
務
を
果
た
す
と
と
も
に
、
市
長
等

の
市
政
の
運
営
状
況
を
監
視
し
、
な
お
か
つ
評

価
も
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
議

会
は
、
議
会
活
動
に
関
す
る
情
報
の
積
極
的
な

公
開
に
取
り
組
み
、
市
民
と
の
情
報
の
共
有
を

図
る
と
と
も
に
、
市
民
に
対
し
て
、
議
会
の
議

決
ま
た
は
運
営
に
係
る
経
緯
、
理
由
等
の
説
明

責
任
を
果
た
し
、
多
く
の
市
民
が
議
会
お
よ
び

市
政
に
関
心
を
持
つ
よ
う
、
見
え
る
化
に
努
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
市
民
の
皆

さ
ま
が
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
32
年
12
月
に
は
知
立
市
が
、
満

50
歳
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
知
立
市
の
文

化
や
歴
史
を
重
ん
じ
る
中
で
、
新
た
な
知
立
市

の
一
歩
を
踏
み
出
せ
る
よ
う
、議
会
と
し
て
も
、

準
備
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

最
後
に
、「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」
と
い
う

こ
と
わ
ざ
に
あ
る
よ
う
に
、
最
初
に
思
っ
た
志

は
、
い
つ
ま
で
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
に
反
し
て
、「
流
行
」
と
は
時
代
と
共
に
変

え
て
い
く
べ
き
も
の
で
、
常
に
新
し
い
も
の
、

ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
て
、
時
代
に
マ
ッ
チ
し

な
け
れ
ば
、
時
代
に
取
り
残
さ
れ
ま
す
。
今
後

も
、
最
初
に
志
し
た
気
持
ち
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
常
に
新
し
い
も
の
、
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入

れ
て
、
益
々
の
知
立
市
発
展
の
た
め
に
邁
進
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任

の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

就任あいさつ

副議長
水野　浩
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知
立
市
議
会
８
月
臨
時
会
が
８
月
28
日

㈪
に
開
催
さ
れ
、
正
副
議
長
、
各
委
員
会

の
正
副
委
員
長
な
ど
市
議
会
の
役
員
改
選

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
役
員
、
議
員
の
所
属
委
員
会
な
ど
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
、順
不
同
、

◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員
長
）

▼
問
合
せ　

議
事
課　

庶
務
係
（
☎

（95）
０ 

１
３
７
）
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明
石
博
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池
田
滋
彦

　

村
上
直
規　
　
　
　

風
間
勝
治

■
予
算
・
決
算
委
員
会

◎
永
田
起
也　
　
　

○
杉
山
千
春

　

中
野
智
基　
　
　
　

田
中　

健

　

高
木
千
恵
子　
　
　

明
石
博
門

　

三
宅
守
人　
　
　
　

小
林
昭
弌

　

神
谷
文
明　
　
　
　

川
合
正
彦

　

久
田
義
章　
　
　
　

池
田
福
子

　

水
野　

浩　
　
　
　

池
田
滋
彦

　

稲
垣
達
雄　
　
　
　

村
上
直
規

　

風
間
勝
治　
　
　
　

佐
藤　

修

　

中
島
牧
子　
　
　
　

石
川
信
生

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
素
よ
り
知
立
市
政

並
び
に
市
議
会
に
対
し
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支

援
を
賜
り
、心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
８
月
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議

員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
議
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
。
職
責
の
重
さ
を
痛
感
し
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
真
摯
な
気
持
ち
で

公
平
・
公
正
な
立
場
を
堅
持
し
、
民
主
的
な
議

会
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
戦
後
72
年
が
経
過
し
、
我
が
国
は
世

界
の
経
済
大
国
と
し
て
成
長
・
発
展
し
、
今
や

成
熟
し
た
状
況
の
中
、
将
来
展
望
を
市
民
の
皆

さ
ま
と
考
え
、
我
が
ふ
る
さ
と
知
立
を
、
次
世

代
に
託
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
、
歴
史
的
な
100
年
に
一
度
の
大
事
業
で

あ
り
ま
す
知
立
駅
連
続
立
体
交
差
事
業
、
知
立

駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
を
着
実
に
推
進
さ

せ
、
将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
少
子

高
齢
化
が
進
む
中
、
高
齢
化
社
会
の
対
応
や
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
、
教
育
の

充
実
、
子
育
て
支
援
の
強
化
お
よ
び
障
が
い
者

福
祉
の
充
実
は
急
務
で
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
は
、

防
災
・
防
犯
・
交
通
・
環
境
な
ど
の
安
心
・
安

全
対
策
の
充
実
や
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
へ
の

対
応
な
ど
、議
会
の
権
限
を
発
揮
し
て
、市
民
・

地
域
の
将
来
に
必
要
な
政
策
を
、
着
実
に
進
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
12
年
に
は
、
地
方
分
権
一
括
法
の
施
行

に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
の
権
限
や
自
己
決
定

権
が
拡
大
さ
れ
、
今
日
ま
で
議
会
制
度
が
強
化

さ
れ
て
い
る
中
、
益
々
議
会
の
存
在
意
義
が
問

わ
れ
て
い
ま
す
。
憲
法
や
議
会
基
本
条
例
に
明

記
さ
れ
た
主
権
在
民
の
精
神
を
常
に
尊
重
し
な

が
ら
、
地
方
自
治
法
や
基
本
条
例
諸
規
定
の
実

践
、
議
会
運
営
の
総
点
検
を
行
い
、
引
き
続
き

議
会
改
革
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

憲
法
第
93
条
第
２
項
に
根
拠
を
置
く
二
元
代

表
制
は
、
市
民
を
代
表
す
る
議
員
と
首
長
が
、

常
に
緊
張
関
係
を
保
ち
、
独
立
対
等
な
立
場
で

相
互
に
け
ん
制
し
て
、
市
民
の
た
め
の
政
策
・

意
思
決
定
を
し
て
い
く
制
度
で
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
以
上
に
、
議
事
機
関
と
し
て
の
機
能
や

役
割
を
十
分
発
揮
さ
せ
、
市
政
の
発
展
と
市
民

の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
に
、
議
会
と
し
て

全
力
で
取
り
組
む
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目

指
し
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の

ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
、就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

就任あいさつ

議長
風間　勝治

市
議
会
ニ
ュ
ー
ス 

8
月
臨
時
会
の
報
告
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